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【
中
野
・
配
管
・
周
佐
博
通
信

員
】
私
ヒ
ロ
シ
か
ら
「
煮
込
み
ダ

イ
ニ
ン
グ

ま
ん
だ
家
（
や
）
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
店
主
の
泉
保

さ
ん
は
居
酒
屋
で
板
前
と
し
て
修

業
し
、
2
0
1
2
年
2
月
、
念
願

の
出
店
。
10
年
目
に
入
り
ま
す
。

店
は
7
坪
ほ
ど
で
、
カ
ウ
ン
タ

ー
7
席
、
テ
ー
ブ
ル
8
席
で
15
人

入
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
数

を
制
限
。
今
は
6
人
ほ
ど
し
か
入

れ
ま
せ
ん
。
店
名
は
ア
ニ
メ
の
主

人
公
か
ら
付
け
た
も
の
。
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
の
「
ま
ん
だ
ら
け
」
と

は
無
関
係
で
す
。
念
の
た
め

（
笑
）
。

店
名
の
通

り
、
看
板
メ

ニ
ュ
ー
は
煮

込
み
。
モ
ツ

や
牛
ス
ジ
カ

レ
ー
な
ど
が

大
人
気
で

す
。
私
ヒ
ロ

シ
の
お
ス
ス

メ
は
、
炭
火

が
香
る
串
焼

き
。
白
レ
バ

ー
、
シ
ロ
、

ハ
ラ
ミ
…
。

串
焼
き
だ
け
で
18
種
類
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
十
八
番
。
料
理
が
旨

け
り
ゃ
酒
も
す
す
む
。
呑
兵
衛
に

は
、
ま
ん
だ
家
特
製
の
ベ
ロ
ハ
イ

（
ウ
イ
ス
キ
ー
＋
チ
ュ
ー
ハ
イ
）、

ハ
イ
ビ
ー
ボ
ー
ル
（
ウ
イ
ス
キ
ー

＋
ビ
ー
ル
）
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

度
数
が
高
く
、
早
酔
い
上
等
。
女

性
に
は
、
紅
茶
ハ
イ
や
ス
モ
モ
サ

ワ
ー
が
大
人
気
。
飲
み
物
が
36
種

類
、料
理
も
30
種
類
も
あ
る
の
で
、

選
ぶ
の
も
楽
し
み
。

そ
し
て
晩
酌
セ
ッ
ト
。
生
ビ
ー

ル
と
本
日
の
一
品
、
お
ま
か
せ
串

焼
き
3
本
で
な
ん
と
1
0
0
0

円
。
安
い
、
旨
い
、
早
い
、
の
三

拍
子
は
労
働
者
の
味
方
、
明
日
の

活
力
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況

が
続
き
ま
す
が
、
感
染
防
止
対
策

を
万
全
に
、
お
客
様
を
お
迎
え
し

ま
す
。

《
メ
ニ
ュ
ー
》
※
税
別

生
ビ
ー
ル

4
9
0
円

ホ
ッ
ピ
ー
セ
ッ
ト

4
9
0
円

モ
ツ
煮
込
み

3
9
0
円

鳥
皮
ポ
ン
酢

3
5
0
円

営
業
時
間

17
時
〜
25
時

定
休
日

不
定

中
野
区
中
野
5
―
60
―
3

☎
0
3
―
5
3
4
5
―
7
1
3
7

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

岡
田

重
房

東
京
土
建
江
戸
川
支
部
に
加
入

し
た
の
は
31
歳
の
時
。
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
会
社
の
社
員
で
し

た
。
社
長
が
組
合
の
役
員
を
し
て

い
て
、社
員
10
人
、下
請
け
3
社
が

加
入
し
て
い
ま
し
た
。36
歳
の
時
、

社
長
に
同
行
し
集
団
健
診
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
時
、
社
長
に
ガ
ン

が
見
つ
か
り
、
即
入
院
。
そ
れ
か

ら
半
年
後
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。

37
歳
の
2
月
会
社
を
退
社
、
4

月
に
法
人
と
し
て
独
立
開
業
。
私

と
女
房
と
義
父
3
人
で
ひ
た
す
ら

営
業
活
動
、
現
場
作
業
で
汗
を
流

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
開
業
場
所

が
遠
か
っ
た
為
、
中
央
分
会
へ
移

動
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
群
長
、
会
計
を
任
さ
れ

4
年
後
、
職
域
対
策
を
任
さ
れ
木

工
教
室
、
住
宅
デ
ー
、
土
建
ま
つ

り
そ
の
他
、
色
々
と
忙
し
く
活
動

し
て
い
る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
「
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
と

声
を
か
け
ら
れ
、
頑
張
っ
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

分
会
長
に
選
任
さ
れ
、
大
変
な
役

割
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。

2
日
に
渡
り
開
催
す
る
土
建
ま

つ
り
は
、
江
戸
川
支
部
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
全
分
会
が
屋
台
を

出
す
の
で
、
数
日
前
か
ら
準
備
が

大
変
で
し
た
。
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
2
0
1
7
年
と
2
0
1
8

年
の
土
建
ま
つ
り
で
す
。
猛
暑
の

な
か
、
多
く
の
分
会
の
仲
間
が
参

加
、
Ｏ
Ｂ
に
も
手
伝
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

中
央
分
会
は
毎
年
、
焼
き
そ
ば

を
売
っ
て
い
ま
し
た
が
、
く
す
の

木
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
目
玉
焼

き
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、

行
列
に
。
分
会
女
性
の
会
の
協
力

で
焼
き
そ
ば
パ
ン
も
売
り
ま
し

た
。
昨
年
と
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
土
建
ま
つ
り
も
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
来
年
は
終
息
し
て
い
る

事
を
祈
念
し
ま
す
。
（
江
戸
川
）

挫
折
を
バ
ネ
に

千
円
札
の
肖
像
画
に
も
な
っ

た
こ
と
の
あ
る
夏
目
漱
石
は
、

得
意
の
英
語
を
活
か
し
て
東
京

帝
国
大
学
英
文
学
科
へ
入
学
。

大
学
で
は
教
授
に
頼
ま
れ
て

『
方
丈
記
』
を
英
訳
す
る
ほ
ど

英
語
力
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。

卒
業
後
、
中
学
・
高
校
の
英

語
教
師
を
経
て
英
国
に
留
学
し

た
が
、
漱
石
の
英
語
は
現
地
で

ま
っ
た
く
通
じ
ず
、自
信
喪
失
。

極
度
の
神
経
衰
弱
に
陥
り
帰
国

す
る
。
そ
の
後
、
正
岡
子
規
の

弟
子
の
勧
め
で
語
学
か
ら
離

れ
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
作

家
と
し
て
大
成
功
を
収
め
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領

は
コ
ロ
ナ
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大

を
受
け
て
、
医
療
機
関
に
勤
務
す

る
人
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
付

け
と
飲
食
店
利
用
者
へ
の
接
種
証

明
の
提
示
義
務
付
け
を
発
表
し

た
。
強
制
力
を
も
っ
て
コ
ロ
ナ
の

封
じ
込
め
を
目
論
ん
で
い
る
。

し
か
し
日
本
で
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

国
民
の
自
主
的
な
判
断
と
協
力
で

感
染
拡
大
を
防
い
で
い
る
の
だ

が
、
酒
類
販
売
店
に
酒
を
提
供
す

る
居
酒
屋
と
の
取
引
停
止
を
求
め

る
と
い
っ
た
失
策
続
き
の
菅
政
権

に
国
民
は
反
発
を
募
ら
せ
て
い

る
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

て
も
路
上
飲
酒
は
減
ら
な
い
。
国

民
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
の
は
だ

れ
の
責
任
な
の
だ
ろ
う
。

【
本
部
・
中
原
收
記
】
「
基

本
的
人
権
を
守
り
民
主
主
義
を

強
め
、
平
和
で
独
立
し
た
民
主

日
本
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
」
を
目
的
に
設
立
し
活
動
さ

れ
て
い
る
自
由
法
曹
団
は
、
今

年
で
創
立
1
0
0
周
年
を
迎

え
、
記
念
に
「
自
由
法
曹
団
物

語
〜
人
間
の
尊
厳
を
か
け
て
た

た
か
う
30
話
」
が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
は
21
世
紀
の

20
年
間
を
取
り
上

げ
、
市
民
運
動
等
と

の
連
携
や
時
代
背
景

含
め
、
分
か
り
易
く

物
語
調
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
テ
ー
マ

は
平
和
問
題
や
人
権

を
守
る
活
動
、
市
民

活
動
と
の
連
帯
を
中

心
に
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
な
ど
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
二
つ

ほ
ど
紹
介
し
ま
す
。

「
憲
法
と
平
和
」
の
「
9
・

11
と
ア
フ
ガ
ン
戦
争
・
イ
ラ
ク

戦
争
」
で
は
、
対
テ
ロ
戦
争
と

し
て
喧
伝
し
報
復
措
置（
戦
争
）

を
仕
掛
け
る
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
政

権
へ
、
時
の
小
泉
政
権
は
い
ち

早
く
呼
応
し
全
面
的
支
持
を
宣

言
。
自
由
法
曹
団
は
直
ぐ
に
立

ち
上
が
り
、
武
力
報
復
反
対
と

日
本
の
加
担
・
参
戦
に
断
固
と

し
て
反
対
す
る
声
明
を
発
表
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
調
査
団

も
結
成
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
派

遣
。
イ
ラ
ク
で
拘
束

さ
れ
た
日
本
人
3
人

に
対
す
る
バ
ッ
シ
ン

グ
に
対
し
て
も
、
彼

ら
を
支
え
る
市
民
運

動
と
団
の
活
動
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
で
は
、
地
裁
で

勝
利
す
る
も
2
審
で

敗
訴
、
最
高
裁
で
逆

転
判
決
を
勝
ち
取
っ

た
経
緯
が
紹
介
さ

れ
、
支
援
運
動
の
構

築
や
裁
判
所
前
宣
伝

行
動
、
公
正
判
決
署

名
、
行
政
等
へ
の
要

請
行
動
な
ど
、
法
定
外
闘
争
も

大
き
く
寄
与
し
た
と
総
括
し
て

い
ま
す
。

本
書
は
自
由
法
曹
団
の
活
動

だ
け
で
な
く
、
粘
り
強
く
声
を

上
げ
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で

す
。
購
入
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ

お
声
が
け
を
。
（
日
本
評
論
社

・
2
3
0
0
円
＋
税
）

24

中 野 駅
徒歩３分

ま
ん
だ
家

ま
ん
だ
家

「
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と
う
」

労働者の味方、活力
安い、旨い、早いの三拍子

頑
張
っ
て
良
か
っ
た

人間の尊厳をかけてたたかう３０話

サンモールとふれあいロードの間にあります

自由法曹団・編自由法曹団物語自由法曹団物語

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
１０３９
）


